
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第５章   生活安全編  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



「高知県安全教育プログラム（生活安全編）」に寄せて 
 
安全教育における「生活安全」領域の主な目的は、「事故災害」や「犯罪」による被害の発生を

予防して、学校の管理下にある子どもたちの健やかな成長を保障すること、そして将来の安全で

安心な社会の形成者となる人材を育成することにあります。そのためには、子どもたちを対象と

した事故災害や犯罪による被害の発生を予防するための教育活動が、学校において体系的に進め

られていく必要があります。 
私はこれからのわが国の学校管理下における事故災害や犯罪の発生を予防するための教育とし

て、三段階予防説に基づいた教育活動を充実していく必要があると考えています。まず「一次予

防」では、事故災害や犯罪の発生そのものを予防するために、子どもたち自身が事故災害や犯罪

のリスクを理解し、日常生活の中で事故災害や犯罪に巻き込まれて「被害者にならない」ように、

事故災害や犯罪を発生させる可能性のある「環境に近づかない」、もしくはそのような「環境を放

置しない」という危機予測と危機回避の能力の育成を目指した取り組みが進められることが重要

であると思われます。加えて将来にわたって事故災害や犯罪の発生を許さないという安全文化の

担い手を育成することを目的として、事故災害や犯罪を引き起こしたり、また時には犯罪の拡大

に加担したりするような「加害者をつくらない」という人材教育面からの取り組みを展開してい

くことも重要です。次に「二次予防」として、もしも事故災害や犯罪に出会ってしまったときに

は、子どもたち自身がその事故災害や犯罪から受ける被害を最小限にするための知識と迅速な行

動や技能を身に付けること、つまり「被害者をつくらない」ことと、発生した事故災害や犯罪に

よって被害を受けた人への支援や対応を考え、「被害状況を進行（悪化）させない」ことを目的と

した危機対応能力の育成を目指した取り組みが進められることが必要です。そして「三次予防」

として、事故災害や犯罪の再発を予防し、事故災害や犯罪の発生によって失われた対人関係や学

校・地域への信頼感の再構築を目指した取り組みが着実に継続して展開されることの重要性を理

解し実践する再発防止能力の育成が大切であると考えられます。 
このような事故災害や犯罪の被害から子どもたちを守っていくための「生活安全領域」におけ

る三段階予防説に基づく教育活動が実効性を持つためには、子どもたち自身に対する体系的な安

全教育、特に「自助・共助・公助」の観点から構成された安全教育の展開が不可欠であると考え

られます。つまり子どもたちの生活安全能力の育成においては、子どもたちの自助努力は必須要

件となりますが、その自助努力としての教育効果を高めるためには、自分の安全は自分一人の努

力だけで作られるものではなく、友だちや先生、保護者、地域の人々など、自分を取り巻く多く

の人々の共感と協働によって安全の基盤が創りだされ確立されていくということを子どもたちに

理解させる必要があります。このような共感と協働による信頼の育成があってこそ、地域への安

心感を育み、さらに長期的な教育効果として、10 年後には大人となり、20 年後には子どもを持
つ保護者となって、さらに次の世代の子どもたちの安全推進の実践に取り組む人材の育成へとつ

ながっていくことが期待されるところです。 
今回まとめられた「生活安全編」は、このような共感と協働、そして信頼を基盤とした安全教

育の考え方に則って、「外傷予防」と「犯罪予防」の領域から構成されております。この教育プロ

グラムが、これからの高知県の子どもたちの生活安全の推進に活用され、安全で安心な学校環境

のもと、高知の子どもたちの健やかな成長が全県下で広く展開され持続されていくことを期待し

ております。 
 

高知県安全教育プログラム策定委員会委員	
 	
 藤田	
 大輔 
	
 （大阪教育大学教授	
 学校危機メンタルサポートセンター長） 
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 【学習指導要領との関連】	
 

小
学
校	
 

第５節	
 生活	
 

第２	
 各学年の目標及び内容（第１学年及び第２学年）	
 

２	
 内容	
 

（１）学校の施設の様子及び先生など学校生活を支えている人々や友達のこ

とが分かり、楽しく安心して遊びや生活ができるようにするとともに、

通学路の様子やその安全を守っている人々などに関心をもち、安全な登

下校ができるようにする。	
 

（３）自分たちの生活は地域で生活したり働いたりしている人々や様々な場

所とかかわっていることが分かり、それらに親しみや愛着をもち、人々

と適切に接することや安全に生活することができるようにする。	
 

（４）公共物や公共施設を利用し、身の回りにはみんなで使うものがあるこ

とやそれを支えている人々がいることなどが分かり、それらを大切にし、

安全に気を付けて正しく利用することができるようにする。	
 

第９節	
 体育	
 

第２	
 各学年の目標及び内容（第５学年及び第６学年）	
 

２	
 内容	
 Ｇ保健	
 

（２）けがの防止	
 	
 

ア	
 交通事故や身の回りの生活の危険が原因となって起こるけがの防止に

は、周囲の危険に気付くこと、的確な判断の下に安全に行動すること、環

境を安全に整えることが必要であること。	
 

イ	
 けがの簡単な手当は、速やかに行う必要があること。	
 

中
学
校	
 

第７節	
 保健体育	
 

第２	
 各分野の目標及び内容（保健分野）	
 

２	
 内容	
 

（３）傷害の防止について理解が深めることができるようにする	
 

ア	
 交通事故や自然災害などによる傷害は、	
 人的要因や環境要因などがかか

わって発生すること。	
 

イ	
 交通事故などによる傷害の多くは、	
 安全な行動、	
 環境の改善によって

防止できること。	
 

エ	
 応急手当を適切に行うことによって、	
 傷害の悪化を防止することができ

ること。また、	
 応急手当には、	
 心肺蘇生等があること。	
 

高
等
学
校	
 

第６節	
 保健体育	
 

第２款各科目	
 	
 第２保健	
 	
 	
 

２	
 内容	
 	
 

（１）現代社会と健康	
 

オ	
 応急手当	
 

適切な応急手当は、傷害や疾病の悪化を軽減できること。応急手当には、
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展開例１	
 

あぶないことを	
 していないか	
 かんがえよう	
 
１．あぶないところはどこかな？あぶないとおもうところに○をつけましょう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ねん	
 	
 	
 くみ	
 	
 なまえ（	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ） 
 
２．うえのえから	
 もし（○○○）したら、（×××）になるかもしれない。 

だから□□しよう。をかんがえましょう。 
 
① もし（	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ）したら、（	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ）なる
かもしれない。	
 	
 だから（	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ）しよう。 

 
② もし（	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ）したら、（	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ）なる
かもしれない。	
 	
 だから（	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ）しよう。 

 
③ もし（	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ）したら、（	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ）なる
かもしれない。	
 	
 だから（	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ）しよう。 

 
④ もし（	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ）したら、（	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ）なる
かもしれない。	
 	
 だから（	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ）しよう。 

 
⑤ もし（	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ）したら、（	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ）なる
かもしれない。	
 	
 だから（	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ）しよう。 
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展開例３	
 

	
 

安全に通学しよう～自分で身を守る、みんなで守る～	
 
	
 

	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 年	
 	
 組	
 	
 氏名	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 
	
 

１．映像を見て考えましょう。「あなたならどうしますか？」	
 
	
 

ケ
�
ス
①	
 

声をかけられる	
 あなたならどうする？	
 

	
 

	
 

ケ
�
ス
②	
 

つきまとわれる	
 あなたならどうする？	
 

	
 

	
 

ケ
�
ス
③	
 

写真をとられる	
 あなたならどうする？	
 

	
 

	
 

ケ
�
ス
④	
 

いやなことをされる	
 あなたならどうする？	
 

	
 

	
 



­生活 - 25 -

 



 生活 - 26 -

 



­生活 - 27 -
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展開例５	
 

地域社会の安全への貢献について考えよう	
 
	
 

	
 	
 	
 年	
 	
 	
 組	
 	
 	
 氏名	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

 
事例 1	
 事例 2	
 

６月２４日（月)８：２０頃	
 	
 

つきまとい	
 危険行為	
 

発生場所	
 高知市桟橋通マンション駐車場	
 	
 

被害者	
 高校生	
 男	
 	
 不審者	
 性別	
 男	
 	
 	
 

年齢	
 30代	
 	
 身長	
 不詳	
 

服装・身体特徴	
 不詳	
 

事案概要	
 男子高校生が、自宅マンション駐

輪場で自転車に乗ると、自転車に乗った男が

近づいてきて、進路妨害や幅寄せ、傘で叩く

などしてきたもの。	
 

７月３日（水)７：４０頃	
 	
 

声かけ等	
 

発生場所	
 高知市曙町２丁目付近	
 	
 

被害者	
 高校生	
 女	
 	
 不審者	
 性別	
 男	
 	
 	
 

年齢	
 30代	
 	
 身長	
 175cm位	
 	
 

服装・身体特徴	
 やせ型、ポロシャツ	
 

事案概要車に乗った男が現れ「学校へつんで

行ってやろう」と声をかけられ、女子高生が

断ると、降りてきて左腕を掴んで車に押し込

もうとしたもの。	
 

どうしてこんな事が起こったのだろう？	
 どうしてこんな事が起こったのだろう？	
 

	
 	
 

どうしたら防ぐことができたのだろう？	
 どうしたら防ぐことができたのだろう？	
 

	
 	
 

今度から、犯罪を防ぐために私たちができること、やろうと思うことを書きましょう	
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その他「緊急対応例」	
 

避難訓練は危機管理マニュアルに基づいて、教職員の安全対応力を高めるために行うもの

である。また、こうした避難訓練によって、対処の仕方を児童生徒等が事前に経験しておく

ことは、安全教育のうえでも非常に有効である。	
 

 

 
 

 
提供：「学校の危機管理マニュアル	
 －子どもを犯罪から守るために－」文部科学省	
 平成 19年 11月 
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応急手当等について	
 

児童生徒や教職員が負傷した場合には、状況によって救急車を要請する必要がある。その際に、

迅速に「119 番」に通報するとともに、救急車が到着するまでの間、負傷者の状態に応じて、教職

員は速やかに止血、心肺蘇生法などの応急手当を行い、症状が重篤にならないようにしなくてはな

らない。そのためには、消防署や日本赤十字社等の協力を得て実技研修を実施し、教職員が応急手

当等の技能の習得に努めることが大切である。	
 

 
提供：日本赤十字社 
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みんなを守るチョキちゃんの店	
 

	
 

高知県の理容組合に加盟されている理容店に貼られ

ています。	
 

	
 

■	
 チョキちゃんの店とは？	
 

	
 理容店は、県内各地にお店があり、女性や子供、

高齢者など困った時や危ない時に助けてくれます。	
 

こども１１０番のくるま	
 

	
 

ハイヤーや役場、農協、各種ボランティア等の車に貼られ

ています。	
 

	
 

■	
 こども１１０番のくるまとは？	
 

	
 子供や女性、高齢者など、困った時や危ない時に助けて

くれます。	
 

かけこみ１１０番連絡所	
 

	
 

高知県内の石油業協同組合に加盟している給油所（ＳＳ）に

貼られています。	
 

	
 

■	
 かけこみ１１０番連絡所とは？	
 

	
 給油所は、県内各地にお店があり、女性や子ども、高齢者

等を守るため、「かけこみ１１０番連絡所」として活動して

います。	
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警察本部と安全・安心パトロール等協定締結機関	
 

	
 
	
 

	
 

ヤマト運輸高知支店（平成 15 年 10 月 17 日）	
 車両：240 台	
 

	
 
	
 

	
 

日本自動車連盟高知支部（平成 17 年４月８日）	
 車両：８台	
 

	
 
	
 

	
 

三井住友海上火災保険（平成 17 年７月 26 日）	
 車両７台	
 

	
 
	
 

	
 

高知県乳牛会（平成 18 年５月１日）	
 会員数：62 店舗	
 
	
 

	
 

その他	
 

	
 

かけこみ接骨院さんのお家に貼られています。	
 

こども１１０ばん	
 地域を守る	
 かけこみ接骨院	
 

	
 

	
 

こども１１０ばんのくるまやさんのお家に貼られていま

す。	
 

こども１１０ばんのくるまやさん	
 

	
 

	
 

こども１１０ばんのぎんこう（高知銀行）に貼られていま

す。	
 

こども１１０ばんのぎんこう	
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海上保安庁ホームページ	
 

http://www.kaiho.mlit.go.jp/	
 

海の「もしも」は１１８番	
 -	
 海上保安庁	
 

http://www.kaiho.mlit.go.jp/joho/tel118/	
 

	
 

	
 

海上保安庁は、海上における事件・事故の緊急通報用電話番号として、警察の１１０番や

消防の１１９番のように覚えやすい局番なし３桁電話番号「１１８番」の運用を２０００年

５月１日から開始しています。	
 

次のような場合に通報してください。	
 

	
 

¡ 海難人身事故に遭遇した、または目撃した。	
 	
 

¡ 油の排出等を発見した。	
 	
 

¡ 不審船を発見した。	
 	
 

¡ 密航・密輸事犯等の情報を得た。	
 	
 

など。	
 

	
 

	
 以上の場合において、「いつ」、「どこで」、「なに

があった」などを簡潔に落ち着いて通報してくださ

い。	
 

	
 

	
 なお、加入電話、公衆電話、携帯電話、PHS、船

舶電話などから利用できます。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

※「１１８番」の運用開始をもって、船舶電話の「１１０番」で海上保安庁に接続される「海

の１１０番」及びフリーダイヤル「０１２０＋４９９９５０」は廃止となります。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 	
 



 生活 - 44 -

	
 

	
 

http://www.police.pref.kochi.lg.jp/keitai/anshin/i_anshin_fmail.htm	
 

安心Ｆメール	
 	
 登録方法	
 

--------------------------------------------------------------------------------	
 

☆安心Ｆメールとは	
 
	
 高知県内の不審者情報を携帯電話にメールで配信するものです。メールを受信するため
には、登録をする必要があります。	
 
☆安心Ｆメールの登録方法	
 
1.登録する携帯電話で下記アドレスをクリックする。	
 
kochi110@fits-s.com	
 
2.件名の入力	
 
	
 必ず登録者の住所地の警察署名を「署」を除いた漢字（いの署管内の登録者を除く）で
入力してください。	
 
例:高知署管内の登録者～「高知」	
 
	
 	
 高知南署管内の登録者～「南」	
 
	
 	
 いの署管内の登録者～「いの」	
 
3.本文	
 
	
 下記の「グループ番号」に続いて「携帯電話機種（例：ＳＨ505is・Ｐ900is・Ｗ21ｋ）
を入力してください。	
 
4.メールの送信	
 
	
 件名、本文が正しく入力できましたら送信してください。	
 
5.送信後、サーバーから受付完了通知のメールが送信されますので受信してください。	
 
以上で登録完了です。	
 
	
 
※注意	
 
	
 サーバーから受付完了通知のメールが受信できない場合は、インターネットのメール受
信拒否が設定されていますのでご確認ください。	
 
	
 ドメイン指定による受信設定をされる場合は	
 
	
 ドメイン：fits-net.com	
 
を設定してください。	
 
	
 
★グループ番号入力要領	
 
【01】教育委員会職員	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 【11】深夜スーパー協議会会員	
 
【02】学校等教職員（塾を含む）	
 	
 【12】金融機関防犯協議会会員	
 
【03】タウンポリス会員	
 	
 	
 	
 	
 	
 【13】少年補導員	
 
【04】青色パト団体会員	
 	
 	
 	
 	
 	
 【14】地域安全推進員	
 
【05】スクールガードリーダー	
 	
 	
 【15】子ども 110 番のくるま	
 
【06】子ども見守り隊	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 【16】子ども 110 番のいえ	
 
【07】ＰＴＡ会員	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 【17】警察職員	
 
【08】児童生徒等保護者	
 	
 	
 	
 	
 	
 【18】上記以外の方	
 
【09】自治体関係者	
 
【10】児童、生徒、学生	
 
	
 
☆入力要領	
 
1.複数の番号に該当する方は、数字の少ない番号で登録をお願いします。	
 
2.不明な点は、所轄警察署若しくは警察本部生活安全企画課子ども・女性安全対策班（電
話０８８－８２６－０１１０（内線３０５２））で確認してください。	
 
☆登録解除方法	
 
下記アドレスに「空」メールを送ってください。	
 
kochi110-sakujo@fits-s.com	
 	
 	
 高知県警察本部	
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